
予測の検討 加賀（九州林産）

29.東部カリマンタンにおける森林調査システムの効率分析 ・ノエイトノ（九大農）他 1

30.林分構造と地形の関係解析に関する研究（ I) 吉田（九大J.!:!)他 2

31.空中写哀の利用による森林の公益的機能の計籠法に関する研究 (V) 山崎（九大製）他2

32.照査方式間伐による林分構造の解析 消水（九大製）他2

33.世界主要国における森林調査（本系について（ I) 西沢（九大農）

（他 18部門 180テーマ， 2特別講狐）

ll. 各人の研究紹介など

I. フライブルグ，ブカレスト 6月場所日誌抄

九大殷 西沢正久

6月9日（晴）昭，福岡空港発9:40の日航機で成田へ。そして成田発 11:30のソ連機アエロフロート

に乗る。乗る前にダルマ 2本，ピース 1カートンを無税で買う。モスクワまでl:l本語で話し，食事も

待遇も前評判よりよい。モスクワ 5輪のためか？ モスクワで一休みしてその日の 19:20にコペンハ

ーゲン仔。ハイヤーで SELANDIA HOTELへ。ダルマを飲んで町を一まわり。

6月10日はこ）雨後似。観光パスに乗って古城，博物館，人魚姫の像などを見学。夕方中華料理店で

チャーハン。チポリ公園でピール。

6月11日（日）歴後昭。昨日予め見つけておいたパスターミナルに歩いて荷物を持って行き空港ヘパ

スで行く。フランクフルトに着くと，フライブルグから Prodan先生の所に留学されている宮崎大

学の飯塚氏が出迎えに来ておられる。有難い。地下鉄でフランクフルト駅へ。駅でビールを立飲みし

て汽車でフライプルグに 4:30pm 着。 夕食を丘の上のレストランで二人でとる。飯塚氏体調が悪い

とのことで早々に山を下る。 CITY HOTELで Warrenに会う。ニュージランド以来久し振りであ

る。彼はカナダに移り，今は今回の統計部会のリーダーである。北村先生と同じホテルで一安心。こ

れからフライプルグ場所の始まりである。 (0) 

6月12日（月）晴後雨。 10:00am北村先生と大学の発表会場に着く。午後の発表に決る。木梨，北

村両先生は14日に決る。昼食にビールを飲んで景気をつけ，無事終る。演題は "Dendrometry.... 
and Miniromputerization"である。夕方東大の箕輪君を出迎えて，発表が終ったホット会と箕

輪君の到着祝をする。 (0) 

6月13日（火）晴。北村先生の発案で，木梨先生と三人でフライプルグからポストパス（郵便馬車）

に乗ってシュパルッパルトを北に4時間縦断し， フロイントシュタットに12時に着く。買物をして 2
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回汽車を乗りかえてフライブルグ沿5:40pm。汽車の中の新聞で仙台の地震を知る。町で買物と夕食

を共にして二人は明日の発表に備えて早々に宿舎に帰る。部屋でダルマ 2本目に入る。 (0) 

6月14日（水）晴。北村先生のアドパイスで木梨先生の日本における林業統計研究会のあゆみの発表

を聞いて会場をぬけ出し，飯塚氏の案内で箕輪君と一緒にシャウエンスランドにケープルで登る。森

林を上からみる。快睛で気持ちがよい。 3:40pmに会場に帰る。 6:00pm CITY HALLでレセプシ

ョン。終って木梨，北村，飯塚氏等と四人， フライプルグ大学の黄さん宅に招待される。 10:30pm 

帰宿。 (0) 

6月15日（木）晴後雨。木梨，北村，箕輪氏等と四人でパスの見学旅行に参加。ドナウエッシンゲン

の製材工場見学。工場主がピール工場を経営しているので，そこで遅い昼食。パンとピールは飲み放

題。博物館を見て帰りはフェルトペルグとシャウエンスランド。雨となり昨日さぽっての見学は正解

であった。 7:40pmフライプルグ桁。 Prodan先生夫妻をわれわれで招待して会食の予定であった

が，遅くなったため，飯塚先生一人で接待されているところに雨にぬれてかけつける。夫妻は大変窟

こんでおられた。 （●） 

6月16日（金）晴一時雨。 Dr.Prodanの退官記念講洞会。奥さんを前にして奥さんに感謝され

る。午後，昨日着いた今永，木平l傭氏を入れて日本人だけで会食する。駅でスイス行きの切符を買い

郵便局でパンフレット類などの直いものを送って，北村先生の案内で林務官の店で帽子を買う。夜，

Prodan先生の招待を受け先生宅で御馳走になる。 Matern夫炭， KozaK EK. A. R．等の顔も

見える。帰りわれわれ六人と音楽留学に来ている塩見嬢と一杯。 (0) 

6月17日(±)母後雨。いよいよフライプルグ場所は打上げて，次のプカレスト場所への移動である。
としより
木梨年老と箕輪太刀持，木平蕗払いは汽車でハンガリーを通って行くが，横綱だけはチューリッヒか

ら飛行機で行くことになっている。北村先生はプカレスト場所には不参加で，今永先生がお母さんと

一緒にこれもやはり汽車で行くことになる。飯塚先生はフライプルグに残る。北村，飯塚両先生の見

送りでフライブルグ駅ヘパスで行く。両先生には大変お世話になり，お蔭で快適なフライプルグ場所

であった。 10:23amの汽車でチューリッヒに向う。駅でカナダの Lakehead 大学のオランダ人

Hazenberg教授と一緒。彼はプカレストには行かないが，昔 Zurich大学に留学したことがある

のでいろいろ説明をしてくれ大変勉強になった。雨のためパーゼルを通過してチューリッヒに直接行

く。駅で二人で昼食を済ませて別れる。雨の中を歩いて CONTINENTAL HOTELに行く。一寸と休

んで雨の町へ出る。土曜なので店は休み。中華料理店を見つけてギョーザで夕食。酒屋を見つけてジ

ョニーウオッカーの中壌を買う。ホテルのペットの上で浴衣を着てあぐらをかいてこれを飲みながら

テレビのドラマ＂コンビューター人閻”を 0:30amまでみる。 （●） 

6月18日（日）暴後睛。午前中一人で町を歩く。 Obersee湖畔に行き，帰りに市の博物館を見る。

もちろん無料。 1:35pmのairbusで空沿へ。 Matern夫妻とスイスの SchmidJ¥"9士と一緒。プカレ

スト着 19:40。兵隊による荷物の検査が厳しい。タパコをやると uk！ 税関のイジワルパーサンの
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顔は今でも覚えている。 IUFROの大会関係者が出迎えにきて大会参加のためといっfこのでやっとパ

スと思ったら，こんどはドルをレイに換金した証明書をもう一度戻って取って来いという。証明・苔を

持って行くとまた初めからやり直しでうんざりした。後日，町で多くの人がレイをドルに換えてくれ

と小さな声で寄ってくるので換金の件は後でやっとわかった。これからまた後が大変である。 ITJFRO 

の閲係者がハイヤーを手虻するが観光客が多いため仲々見つからず，遂にわれわれ四人と後

で大会参加のためきたイスラエル人（本当はルーマニア人）と五人だけが空港に残ってしまった。

DoRORANTI HoTELに若いたのが 11:30pm。 あまつさえ降りる時，ハイヤーの運転手と Schrnirl 

がけんか。しかし 100レイをとられる。フロントで木梨先生が着いているかと聞いたら沿いていない

といわれ少し心配になる。ハンガリー経由で汽車で昼頃行いている筈なのに。 （●） 

6月19日（月）聞。受付で登録したときリーダーのCuniaと会う。 1974年6月アメリカの Syra-

cuseでの大会で会って以来久し振りである。オーストラリアのWoodと日本のNo Wood は未だ

沿かない。木屯箕輪両氏に朝食で会った時，二人はハンガリーからドイツ国境に連れ戻されたとの

こと。 Congrt>ss Departmentが大会のすぺてをとりしきっているので，英独仏の同時通訳の設

備が整っている。 CuniaとMaginの森林資源謁査についての開会講浪があり， Cuniaの司会で，

各国の実情と調査コストなどについて情報が交換された。日本では一貫した森林調査の考え方や実行

がないので，仕方なく発展途上国は収穫保続のための森林調在が必要であり，再生産可能な森林資椋

の梢報を得るためには世界が統一した定期的な調行が今後必要であることを述べた。夕方，昼頃無9li

到召した木梨年老と横綱，太刀持，蕗払いの四人で到着祝とプカレスト場所開会祝をする。 (0) 

6月20日ひく）睛。一日中発表を聞く。退屈になると前のメキシコ人と目くばせをしたり， フィンラ

ンド人と話したりする。昼食には一行四人と後から着いた今永母子とドイツ人の七人で会食。夜は四

人で木平，箕輪I両君が開拓したレストランで痛飲。どうしてホテルに帰ったか分らない。後で，別な

ホテルに入りこみそこから DORONBANTI HOTELへの逍順を地図を貰って帰ったことがわかる。（●）

6月21日（水）睛後雨。 6:00朝食。 7:003台のパスで StudyTourに出かける。 ドイツ語の通訳

1台，英仏の通訳2台である。 Snagov, Ploiestiを経て Sinaiaでお茶。 Poiana Tapuluiの

2000 Illの高所にて下界を見る。 Sinaia営林署管内の林業生産，保全とレクリェーションなど見学。

Nouaで遅い昼食。 Brasovで林業経営， Nouaで伐木現場， Cheiaで森林を見学して Ploiesti 

で7:00pm。川のほとりでビールとパンを用忍して待っている。ブカレスト着 11:00pm。 ハードス

ケジュールであったが精一杯見せてくれた厚なは有難い。 (0) 

6月22日（木）雨。 Schmid と Kusselaが座長。箕輪，今永，木梨，西沢，木平の順で発表。一

同ホッとする。 6:30pmより劇楊でルーマニャンダンスの観劇。意外によかった。ホテルに 8:00pm 

帰り，また四人組で外に出かけ， 10:00 pm就寝。 (0) 

6月23日（金晴。少し腹痛。箕輪君よりセイロガンを貰う。 3:00pm学会発表全部終了。外に出て

ショッピングして 8:00pmよりホテルの隣りのレストランでお別れパーティがある。メキシコのグル
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ープとさわぐ。食事のコースが終ると外のテープルで各国の歌を交換した。 40カ国・約 100人もの研

究集会は盛会であり，日本人が 5人も参加したのははじめてであろう。ブカレスト場所もまさに終ろ

うとしている。明日から横綱を除く年老以下若者は地方巡業に出発する。横綱はあと 2日頑張らなけ

れば日本には帰れない。 (0) 

6月24日（土）睛。木梨，箕輪両氏は飛行機でウィーンに発つ。仲良しのメキシコ人と共にホテルの

前で記念写真を撮る。今永母子とルーマニアの Purcelean氏が植物園に案内してくれる。帰宿12:

30 pm。午後，今永母子が黒海沿岸に行き泳ぎたいといわれるのでお供をして切符を買いに行く。明

日は早いのでチューリッヒで買ったウィスキーを全部空にする。 (0) 

6月25日（日）昭。ホテルを朝早く発って空沿へ。メキシコの友人とまた会う。 1981年の京都大会で

の再会を約す。 8:55amの飛行機でモスクワヘ。モスクワ空沿で買物。一路飛行機は日本に向う。(0)

6月26日（月）lljj。成田-fr10:45 am。 パスで羽田に行き， 4:40 amの飛行機で福岡若 6:25pm。教

室且全員の出迎えを受ける。これでフライプルグ， プカレスト場所も打上げである。地方巡業はどう

だったろうか。感じだけの星とりも 11勝4敗と，九州場所の 15戦全勝の若ノ花には及ばないが，北

の湖と相星，まあまあの成糾といえよう。これからの若手の洵外場所の成功を祈ってこの日誌を終る。

2.森林の水土保全機能の評価に関する私感

九大設竹下敬司

私達の住んでいる福岡市は，今年の春から異常な渇水に襲われ，市民生活がおびやかされている。

これを契機に水源地帯である上流山岳地の水源かん殺機能に対する社会的な関心もかつてないほどの

高まりをみせている。水源かん旋機能を含む森林の公益性機能については，棗境保全上の見地から，

最近，その具体的評価を行うぺく調査研究が進められているのであるが，未だ，社会的な用語で，こ

れを提示しうる段階となっていない。もし，森林の機能が現実に森いのであれば，これをアピールす

る絶好の機会とも考えられるのであるが，残念な現状である。

現在，社会でとりあげられている諸事業，計画，それらに伴う評価等は，その根拠を客観的な数値

において行われていると考えられている。一方．森林の水源かん養機能等は，古くから言い伝えられ，

広く誰でもが聞いている事柄であるにもかかわらず，それがとかくムード的であり，数駄化されてい

ないのが実情である。そのため，具体的な設計要素としては，とりあげられておらず，森林にタッチ

している者としては，非常に口惜しい気がする昨今となっている。

山地流域での土や水の問題は，一面では，クールな物理現象と考えられるのであるが，それに関与

する要因が，多数にのぽるため，それを総合する場合には，単純な物理現象としては取扱えぬ複雑な

反面を持っている。つまり，部分的には物理的な数散知見を有するが，全体的には，確率的な数絨化
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